
【抄録】 

の の

小 二

【抄録】 

（第 10 回中 森林学会 会プロ ・発表 ） 

小 二

地 の ス 造  

スギ の の

国 の の高まりによって、 のために による 法に加え、 え

た の 新による 生 法の 立も がある。そ で、３ 所（ ～19 生）の

林で 取り後 し、発生した の と 長を 間（2013～2019 ） し

た。 の と は り の周 から発生する であった。 は、発生後 で い

に約 が し、その後も に減少していった。 もそれ以 も期 時点での

が小さい が する が られた。 長は、 所間および 所 で ら が られ、

いものではすでに 高 13cm に した。以上の とから、 の は基本的に

の な な り すい が られ、 長はその 所の 条件 な に

影響され すいと考えられた。

（ 2 度 林業技術開発 会）

多 の 生の造林 において、 ン の 法の違いが、 、 長

に す影響に いて と比較して した。 ン には M スター ン を用いた。 も

であったのは、 ン を ップによって したのち 木 機を用いて

した 合と ン を 機で した 合であった。 ン は が で で

は 元 の 長に有 な面が られた。 、 は をク で する従来の 法は

、 長とも であったが、 は 、 長とも 法に な であった。以上の

とから、多 であっても ン は有 である とが された。
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【抄録】 

る の その 用 

木 ※ ・ ※ ・ ・小 二 ・松 浩※1・長田 ※1

UAV した 天 した材 の  

田 ・林 ※1・ 多 ※1・ ※1・ 後 ※1・ 上 平※2

ス の開発に取り組 に いて する。

UAV による から SfM 技術により生 される高 度 （以下、 V

） 、 持ち式の比較的 な 球 により 影した 球 から、 学 技術を

用いて林 森林 に する を し、その を林業の実 で に 用で る

（第 10 回中 森林学会 口頭発表） 

※1 工業 学、※2( ) ン ータ、※ 石 県森林組合 合会

は、Skycatch の Explore1とその ス により 影・生 した UAV と、

ー の THETA SC を用いて 影した 球 を 用した。 学 として、AlexNet

および DenseNet を 用し、 V からは林 および林 を する ス を、

球 からはスギ人工林の材 等を する ス を開発した。 

本研究は、農研機構生研支援センター「 ー ン 強 研究 事業」の支援を受け

て行ったものである。 

UAV と林 球 から 学 技術を用いて 森林 に する

【抄録】 

る の その 用 
UAV 天 した の  

田 ・林 ※1・ 多 ※1・ ※1・ 後 ※1・ 上 平※2

木 ※ ・ ※ ・ ・小 二 ・松 浩※1・長田 ※1

（中 森林研究第 69 ） 

※1 工業 学、※2( ) ン ータ、※ 石 県森林組合 合会

を 力し その を林業の実 で に 用で る ス の開発に取り組 。

は Skycatch の Explore1 とその ス により 影・合 した UAV

と ー の THETA SC を用いて 影した 球 を 用した。 学 として

DenseNet を ー ークとして Keras を 用した。UAV からは を

球 からはスギ人工林の材 木品質を する AI ンジンを開発・ 実用に える

度を実 し 実 用のための Web プ ー ン ト ェ を試 した。

・

・
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【抄録】 

UAV 用 た 材 の

田 ・ ・林 ※1・木 ※2・ ※2

小 二 ・松 浩※1・長田 ※1

（第 1 2 回日本森林学会 口頭発表） 

【抄録】 

の大

※1 工業 学、※2石 県森林組合 合会

二

日本 後の の 木の 、 れ の に伴う の 木用 ・

の生 減少により、 の 木の の強 が 緊の となっている。 、UAV

から合 する （以下、UAV ）生 技術の により、比較的 ・

低 ストで施業対 林 の高 度 が取得 能となって た か、 学 技術の実

用 により、 でなけれ が しい 等の が で る 能性が高

まって た。以上の とから、UAV から 学 技術を 用して を し、

材 の 木 材本 を するための 法に いて、 した。 

学 用 ータとして、石 県 の 等二 林にて 影した UAV を 用し、

学 として Segnet を 用した。 面 等を用いた材 ・ 木 材本 の に

いては、石 県 の 等二 林4林 において した 1本の計 の か、

にて用いた ータと 式を応用し、 を構 した。 

本研究は、農研機構生研支援センター「 ー ン 強 研究 事業」の支援を受け

て行った。 

（第 1 2 回日本森林学会 口頭発表） 

加 林に 木を 26 本 し、 ス ープによっ

て を行った。 間（2019～2020 ）の は 1 500 頭以上に した。時間 との

は日 後から急 し 21 時に ークに し、 時には した。日 との は

上 から まり下 に ークを し、 下 から 上 に し 減少した。性比は 期

間を して スに り、特に 期 高かった。また 期の平均 持セン は

1 000 頭以上に し、高い 力を持 が した で、 後期には と 持しな

かった。 の 長に基 、 材 の 木発生に いて以下の が導か

れる。 材 の 木がま 発生しない 期（ 上 ）には、 発生した 木

弱木に性 した が 来する。その木を中心に 来した によって センターが

される。そして、周 の な に 持セン が され、 が発生する。 、

後期は性 の後 によって 材 に した 木 木に 行 のた

めに 来する。 れらの はセン を 持しないため、周 の のセン が

な 、 木 木として林 に する。 

・
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【抄録】 

静岡県天竜地域のスギ大径材から採材した構造用製材の品質評価 

（その３）乾燥条件が異なる心持ち平角の乾燥材品質 

松元 浩・石田洋二・小倉光貴・加藤英雄※1・長尾博文※1

齋藤周逸※1・長瀬 亘※2・池田潔彦※2

（第 71 回日本木材学会 口頭発表） 

※1（国研）森林総合研究所、 ※2 静岡県農林技術研究所森林・林業研究センター

本研究は農研機構生研支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロジェクト）」の支援を

受け、森林総合研究所、静岡県と合同で行ったものである。 

【抄録】 

静岡県天竜地域のスギ大径材から採材した構造用製材の品質評価 

（その４） 乾燥条件が異なる心持ち平角の曲げ強度特性 

石田洋二・松元 浩・小倉光貴・加藤英雄※1

長尾博文※1・長瀬 亘※2・池田潔彦※2

枠組壁工法構造用製材(寸法型式 208)と混合木取りによって得られたスギ心持ち平角に対し

て、高温セット処理を伴わない中温乾燥（条件 A：乾球温度 90℃・湿球温度 86～74℃で 504 時

間中温乾燥）、高温セット処理後に中温乾燥（条件 B：高温セット処理：乾球温度 120℃・湿球温

度 90℃・18時間、その後、乾球温度 90℃・湿球温度 60℃で 336 時間乾燥）、高温セット処理後

に弱減圧を伴う中温乾燥（条件 C: 高温セット処理：乾球温度 120℃・湿球温度 90℃・18時間、

その後、乾球温度 90℃、圧力 400hPa（沸点 75℃）で 176 時間乾燥）の 3条件の乾燥試験を実施

し、乾燥材としての品質を比較した。各条件間で平均含水率に違いがあるものの、従来の中温乾

燥（条件 A）と比較して条件 B では約 1週間、条件 Cでは約 2週間以上の乾燥期間短縮が見込ま

れる。

（第 71 回日本木材学会 口頭発表） 

※1 国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林総合研究所
※2 静岡県農林技術研究所 森林・林業研究センター 

本研究は農研機構生研支援センター「革新的技術開発・緊急展開事業（うち先導プロジェクト）」の支援を

受け、森林総合研究所、静岡県と合同で行ったものである。

高温セット処理を伴わない中温乾燥（条件Ａ：乾球温度 90℃・湿球温度 86～74℃で 504時間

中温乾燥）、高温セット後に中温乾燥（条件Ｂ：高温セット処理：乾球温度 120℃・湿球温度 90℃・

18 時間、その後、乾球温度 90℃・湿球温度 60℃で 336 時間乾燥）、高温セット処理後に弱減圧

を伴う中温乾燥（条件Ｃ：高温セット処理：乾球温度 120℃・湿球温度 90℃・18 時間、その後、

乾球温度 90℃・圧力 400hPa（沸点 75℃）で 176時間乾燥）の３条件の人工乾燥を行ったスギ心

持ち平角（断面寸法 105 ㎜×210 ㎜）の曲げ強度特性を比較した。乾燥による熱の影響が小さい

と考えられる条件Ａと比べて、高温セット処理を施した条件Ｂおよび条件Ｃは、曲げ強度性能の

低下が多少見受けられたが、機械等級に対応する基準強度に対して同程度満足し、また３条件の

統計的な有意差も認められなかった。

・

・
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